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改善方策

10月

外遊びをする児童の割合
85％以上

85% 78% 3 3

　基本的生活習慣アンケート結果から、全体で７８％の児童が外で遊
んでいるが、学年や個人より差が見られた。後期は引き続き，体力づ
くりにもつながる外遊びの大切さを伝えたり，学級遊び、全校遊びを設
けたりするなど，やり方を工夫する。

A
　更に体力づくりにもつながる外遊びの大
切さを伝える。また、学級遊び, 全校遊び
を設けることで，外遊びの機会を増やす。

水泳や持久走の学習で最初
の記録を更新する児童の割
合90％以上

90% 100% 4 4

 水泳の学習で最初の記録を更新する児童の割合が１００％となり，目
標を達成できるよう個々の児童に応じた指導・支援することができた。
持久走の学習においても児童に目標を持たせて努力できるよう指導・
支援する。

A
　持久走の学習でも記録が更新する
ように,  目標をもたせて取り組ませ，
長距離を走る機会を増やしていく。

　

　

　

　6月に実施したNRTについては，教科によって、全国平均に達してい
ない学年があった。全国学力・学習状況調査においては，国語・算数
ともに全国平均以上であった。全校の傾向として、国語では「話す・聞
く（話し合い、提案他）」「読む（要旨の読み取り）」、算数では「数と計算
（式の読み取り他）」「測定・データ（表とグラフ他）」が課題である。

A

　引き続き，早寝・早起きの大切さを児童
や保護者に伝えていくことで，基本的生活
習慣の更なる定着に向け，取り組んでい
く。
　３回目の基本的生活習慣アンケートをす
ることで，児童が起床時刻・就寝時刻を設
定し，目標をもって早寝・早起きに取り組む
ことができるように働きかける。

　個々の児童の学力に差があるの
は仕方ないのではないか。しかし、
字を丁寧に書くことや発表の仕方な
どは学びへの意識の問題だと思う
ので、しっかりと指導していただきた
い。
　児童が授業中先生の話を集中し
て聞き、しっかり考えている姿が見
られた。一方で、金曜日だからなの
か、児童に元気がないように感じ
た。
 教室がゆったりしていて良い。電子
黒板の使い方も良い。

　朝の登校時などでは、挨拶することが
できているようだが、普段、家に遊びに
来たときなどでは、挨拶が無いことがあ
る。児童が自然に挨拶ができるようにし
ていきたい。
　近所の児童は、よい挨拶をしてくれて
いる。
　下校時、地域での挨拶ができていない
ことがある。「ただいま帰りました」「ただ
いま」等言い方を教えるとよい。
　地域の大人が挨拶できていないことも
ある。大人から積極的に挨拶するなど見
本をしっかり見せないといけない。

　児童の学びが主体的・協働的な学びに
つながるよう，地域人材（ゲストティー
チャー）との連携をさらに深めながら，来年
度に向けて単元構想の改善を図る。教職
員のICT活用研修を計画し，さらに児童が
意欲的に学習に取り組めるようにする。

　学年や個の課題に対応した授業
改善を行うとともに，スキルタイム
の改善を行い，基礎学力をさらに
向上させる。

B

　１２月の生活目標と関連させて，児童会
を中心に「あいさつ名人」の取り組みを行
い，意識や意欲の向上につなげる。
　また，下校時の挨拶の言い方を含め，朝
会や下校時に全体の場での指導を取り入
れる。

　
　インフルエンザ・コロナへの感染が
心配である。感染症対策をしっかり
としてほしい。罹患するのは仕方な
いが、広がらないように徹底してほ
しい。
　目標をもって水泳の学習に取り組
めていてよかった。後期は持久走が
ある。目標をもって取り組ませてほ
しい。

85% 91% 4 4

80% 60%

　効率的な会議の実施や行事、日課
の見直しなどを進め、学級事務等に
充てる時間を確保し、子供と向き合う
時間を確保していく。

　ロゴマークを作成し、コミュニティ・スクールだよりを４回発行
し、保護者及び地域の方に仕組みや活動の様子を伝えてきて
いる。しかし，認知度はまだ十分ではないため、様々な機会を
通じて周知を図っていく必要がある。

　今後も地道に活動を進め、コミュニ
ティ・スクールへの理解を深めていきた
い。
　教職員の多忙化による働き方改革に
ついても理解している。

1 A

　91%の教職員が「子どもと向き合う時間の確保できている」と
回答している。ＩＣＴ支援員の協力も得ながら、業務の効率化を
進めている。

A

1

  引き続きロゴマークを入れたコミュニ
ティ・スクールだよりを発行していく。ま
た、学習ボランティアとして、地域学校
協働活動への参加できる機会を増や
し、コミュニティ・スクールへの理解を
進めていく。

75% 82% 3 3

　養護教諭と連携した保健指導，保護者啓発，課題のある児童に対し
ては個人懇談会で話題にすること等，基本的生活習慣の定着に取り
組んだ。
　基本的生活習慣アンケート結果から，児童が起床時刻・就寝時刻を
設定し早寝・早起きに取り組むことができている。

A

A

　６月に放送委員会で「きらきらあいさつBOX」の取組を行った。そこでは，児童
の相互評価により，気持ちのよい挨拶ができている人や言われてうれしかった
挨拶を校内放送で紹介した。また，登校指導で挨拶が良い児童や登校班も紹
介した。これらの取組は，児童の意識や動機づけになったと思われる。児童や
保護者は地域でもあいさつを頑張っているという思いを持っているが，声の大
きさや進んで挨拶をするなど，引き続き指導していく。

80%85%

11

3 A

　昨年度作成した単元構想図を元に改善をしながら、地域貢献型の
総合的な学習の時間、生活科の授業実践研究に取り組んでいる。ＩＣ
Ｔ等を活用し、児童の主体的・協働的な学びにつながるさらなる授業
改善が必要である。

　縦割り班掃除については，引き続き担当
者の職員が指導をしたり一緒に掃除をし
たりすることを続けていく。また，児童会と
連携をして全校遊びにも取り組み，縦割り
集団の関わりを充実させていく。

児童

89%

保護者
８９％

63%100%

85%

　毎週月・水・金の縦割り班掃除では，高学年を中心に，ほとんどの班
が協力して頑張っている。教職員の支援が必要な班もあり，担当職員
が掃除の仕方の指導をしたり児童と一緒に掃除をしたりすることで達
成感を持たせるようにしてきた。後期は縦割り班での草取りや全校遊
びにも取り組み，活動を充実させていく。

3 3

児童と教職員が地域とともに楽しい学びを創造し，将来にわたって学び続ける人材を育てる
ー三津で学んでよかったと実感できる学校-

児童アンケート「授業では，
友達と話し合うなどして，自
分の考えを深めたり，広げた
りしています。」児童の割合
85％以上

学力検査の結果を全国平均
以上にする。(6月・12月）

　縦割り班活動を充実させる。
・全校遊び，縦割り班掃除，児
童会活動で，関わりや役割を意
識させる

　学校支援ボランティア制度を確立
・学習支援・環境支援・安全支援他
・コミュニティ・スクール連絡会を月１
回実施（地域協働活動推進員）
・コミュニティ・スクールだよりの発行
（年3回以上）

3

　主体的に運動に取り組むことでき
るようにする。
・外遊びを奨励する。
（外遊び強化週間，委員会による働
きかけ，アンケートの実施）
・体育等において自己記録の伸びを
意識させる。

基本的生活習慣アンケート
早起きをする児童の割合
75％以上

85% 93%

項
目

１　探究課題の解決に
向けて主体的・協働的
に取り組む授業の創造

２　学びの基礎の定着

3

７　教職員が健康で何
でも言い合える風通し
のよい職場づくり

　地域貢献型の総合的な学習の時
間，生活科の実践
・主体的・協働的な学びを充実させ
るために，年３回ICT活用研修を行
い，授業者の指導力向上をめざす。
・単元構想図の作成

・学力検査の分析に基づき，PDCA
サイクルで基礎学力向上に取り組
む。
・スキルタイムにおいて，計算問題・
漢字の書き取り・文章を読み取る問
題等バランスよく取り入れ，思考力
を計画的に高める。

　あいさつリーダーの育成
・放送や集会などを活用し，あいさつに
ついて呼び掛けるなど，活動を強化す
る。
・関係者アンケート（回答者：児童　教職
員　見守りボランティアなど）により，あい
さつ名人を表彰し，活動への意欲を高め
る。

　保健指導や保護者啓発をして，基
本的生活習慣の定着に取り組む。
・基本的生活習慣アンケートを年３
回実施する。
・アンケート結果をもとに個人懇談
会で話題にする。

５　自分の体力につい
て，主体的に高めよう
とする態度の育成

６　コミュニティ・スクー
ルの推進

健
や
か
な
体

3
　調和のとれた運
動能力の育成

3

４　基本的生活習慣の
大切さを理解し，自分
の健康について考える
態度の育成

信
頼
さ
れ
る
学
校
と

働
き
方
改
革

児童アンケート「縦割り班活動の
中で協力して活動している」こと
で自分や友達の良さを感じるこ
とのできる児童85％以上

地域や学校で気持ちのよい
あいさつや返事をしている児
童80％以上

　自ら考え自ら表現
する児童の育成

経営理念
よく考え　よく気づき　やりぬく子供の育成

学校関係者評価
（学校運営協議会による評価）

評価

※目標の精選と重点化を行い、重点の項に「１」「２」「３」で表示
する。

学校教育目標

・ペア学年の有効活用（ＯＪＴ、情報
共有，交換授業）
・ＩＣＴなどを活用し業務の効率化
・効率的な会議の実施

保護者アンケート「本校がコ
ミュニティ・スクールを推進す
ることを知っている」肯定的
評価80％

評価

３　互いに相手を思い
やり，尊重できる人間
関係作り

東広島市立三津小学校

達成度 結果と課題の分析

自己評価

学　校　評　価　表

短期経営目標
目
標
値

達成値

改善方策コメント

4

中期経営目標
重
点

1

評価項目

評価計画

　学校・地域・保護
者が一体となって
子供を育てる学校
づくり

確
か
な
学
力

　働き方改革の推
進

教職員アンケート「子供と向
き合うが時間が確保できてい
る」肯定的評価85％以上

（　中間　）

豊
か
な
心

2
　自他を尊重する豊
かな心の育成

目標達成のための方策

■自己評価（前期時点）
４…目標を上回っている（＋10％以上） ３…目標どおりに達成している（±9％未満）
２…目標をやや下回っている（－10％以上） １…目標をかなり下回っている （－20％以下）

■学校関係者評価 （学校運営協議会による評価）
Ａ…とても適切である Ｂ…概ね適切である
Ｃ…あまり適切でない Ｄ…全く適切でない
（Ｎ…判定できない）


